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イベントレポート 
震災復興シンポジウム 
 
 
 
去
る
二
〇
一
一
年
六
月
十
八
日
（
土
）、
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
公
共
第
一
教
室
に
て
、
震
災
復
興
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
一
人
と
し
て
佐
賀
県
武
雄
市
長
で
あ
る
樋
渡
啓
祐
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
演
で
樋
渡
市
長
は
、
主
に
市
長
自
身
及
び
武
雄
市
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
た
。
会
場
は
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
満
員
で
、
学
生
、
社
会
人
合
わ
せ
て
多
数
の
人
々
が
講
演
を
聞
き
に
来
た
。
樋
渡
市
長
は
、
話
の
中
で
所
々
ユ
ー
モ
ア
を
混
ぜ
、
会
場
は
度
々
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。 
  
現
場
を
重
視
し
た
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
、
樋
渡
市
長
は
震
災
の
翌
日
よ
り
さ
っ
そ
く
募
金
活
動
を
開
始
し
た
。
三
月
十
二
日
、
十
三
日
の
二
日
間
、
市
の
職
員
と
と
も
に
市
内
を
回
り
、
合
計
約
一
二
八
万
円
の
お
金
が
集
ま
っ
た
。
途
中
公
職
選
挙
法
違
反
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
も
の
の
、「
訴
え
る
な
ら
訴
え
て
み
ろ
」
と
強
気
で
あ
っ
た
。
続
く
三
月
十
六
日
、
市
に
被
災
地
支
援
課
を
設
置
し
、
エ
ー
ス
級
の
職
員
を
招
集
す
る
な
ど
、
市
を
挙
げ
て
全
力
で
震
災
復
興
に
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
も
の
の
、
東
北
地
方
か
ら
佐
賀
県
の
距
離
の
問
題
か
ら
、
な
か
な
か
市
の
用
意
し
た
旅
館
、
宿
泊
施
設
に
被
災
者
は
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
武
雄
市
の
こ
の
取
り
組
み
を
機
に
、
被
災
者
支
援
が
全
国
の
自
治
体
に
広
ま
っ
た
。
武
雄
市
の
被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
が
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。 
  
次
に
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
社
長
と
被
災
地
支
援
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
話
を
展
開
し
た
。
孫
社
長
は
、
被
災
地
へ
の
百
億
円
の
寄
付
を
始
め
、
被
災
地
支
援
に
熱
心
な
経
営
者
で
あ
る
。
樋
渡
市
長
は
、
孫
社
長
を
日
本
で
最
も
被
災
地
支
援
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
経
営
者
で
あ
る
と
評
し
て
お
り
、
二
人
は
と
も
に
三
月
二
十
二
日
福
島
県
に
乗
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
樋
渡
市
長
は
社
内
の
最
高
会
議
に
呼
ば
れ
、
演
説
を
し
た
。 
 
 
 そ
の
後
、
樋
渡
市
長
は
、
市
の
議
員
、
職
員
合
わ
せ
て
十
一
人
と
と
も
に
、
再
び
被
災
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
行
先
は
仙
台
市
若
林
区
で
あ
り
、
そ
の
状
況
は
目
を
覆
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
若
林
区
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、「
被
災
地
で
は
、
陸
前
高
田
市
の
よ
う
に
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
て
い
る
地
域
と
、
若
林
区
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
い
な
い
地
域
の
二
極
化
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。 
 
被
災
地
で
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
に
も
先
陣
を
切
っ
た
。
そ
れ
は
、
市
を
預
か
る
者
と
し
て
今
回
の
よ
う
な
災
害
の
際
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
何
か
で
き
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
樋
渡
市
長
は
、
防
災
計
画
を
見
直
し
、
「
災
害
姉
妹
都
市
構
想
」
を
計
画
の
柱
と
し
た
。
樋
渡
市
長
の
掲
げ
る
「
災
害
姉
妹
都
市
構
想
」
と
は
、
日
本
で
災
害
が
起
こ
っ
た
際
、
救
援
物
資
を
送
っ
た
り
、
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
で
き
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
自
治
体
同
士
で
結
ん
で
お
く
、
と
い
う
も
の
だ
。
樋
渡
市
長
は
、
関
西
、
そ
の
中
で
も
自
身
が
か
つ
て
総
務
省
時
代
出
向
し
て
い
た
大
阪
府
高
槻
市
を
本
命
と
し
、
高
槻
市
長
と
交
渉
す
べ
く
、
高
槻
市
役
所
に
赴
い
た
。
樋
渡
市
長
は
、
高
槻
市
を
選
ぶ
理
由
は
、
防
災
関
係
の
学
部
で
あ
る
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
が
あ
る
こ
と
、
病
院
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
た
。
交
渉
の
結
果
、
高
槻
市
長
は
前
向
き
な
反
応
を
示
し
た
。
樋
渡
市
長
の
試
み
は
見
事
一
歩
前
進
し
た
。 
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映像を駆使しながら説明する樋渡市長 
五
月
二
十
六
日
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
「
ハ
ー
ト
タ
ウ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
つ
と
な
っ
て
垣
根
を
取
り
払
い
一
つ
の
自
治
体
を
応
援
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
「
ハ
ー
ト
タ
ウ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
は
、
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
渡
邉
美
樹
会
長
を
始
め
と
す
る
企
業
関
係
者
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
六
十
人
が
集
ま
っ
た
。
な
お
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
「
こ
の
指
止
れ
」
で
集
ま
っ
た
と
樋
渡
市
長
は
言
う
。
き
っ
か
け
は
、
被
災
地
の
再
興
に
貢
献
す
る
、
国
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
に
モ
デ
ル
を
示
す
ぐ
ら
い
の
気
で
、
被
災
地
の
た
め
に
尽
く
そ
う
、
と
の
思
い
だ
。
被
災
地
で
は
、
行
政
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
お
り
、
被
災
地
の
自
治
体
職
員
も
何
を
す
れ
ば
良
い
か
分
か
っ
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
い
と
さ
れ
た
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
も
人
手
不
足
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
樋
渡
市
長
は
、
政
治
家
が
動
く
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
市
町
村
約
は
一
七
九
七
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
十
人
ず
つ
出
し
た
な
ら
ば
、
一
七
九
七
○
人
と
な
り
、
彼
ら
が
被
災
地
に
行
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
防
災
を
考
え
る
契
機
に
も
な
る
。 
 
最
後
に
、
樋
渡
市
長
は
、「
と
に
か
く
動
こ
う
。
行
っ
た
人
に
し
か
現
場
は
分
ら
な
い
。
報
道
と
現
実
が
如
何
に
違
う
か
を
痛
感
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
「
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
。
で
き
な
く
て
も
、
思
い
は
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
。
復
興
は
十
年
か
か
る
。」
と
聴
衆
に
訴
え
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。 
 
市
長
の
講
演
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
最
初
の
質
問
は
、
災
害
姉
妹
都
市
に
関
し
て
、
人
口
約
五
万
人
の
武
雄
市
が
被
災
し
た
際
に
、
人
口
約
三
十
万
人
の
高
槻
市
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
の
に
比
べ
、
そ
の
逆
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
者
は
地
元
を
離
れ
た
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
住
民
選
択
の
問
題
も
指
摘
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
樋
渡
市
長
は
、
高
槻
市
に
は
、
市
の
人
口
と
並
ぶ
く
ら
い
に
他
の
複
数
の
自
治
体
と
締
結
す
れ
ば
良
い
し
、
住
民
選
択
の
問
題
も
、
武
雄
市
が
様
々
な
自
治
体
と
提
携
す
る
こ
と
で
解
消
で
き
る
と
述
べ
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最
後
の
質
問
は
、
他
地
域
に
移
住
し
た
被
災
者
の
雇
用
問
題
で
あ
っ
た
。「
被
災
者
を
臨
時
公
務
員
と
し
て
雇
用
す
る
政
策
を
実
施
す
る
」
と
、
樋
渡
市
長
。「
地
方
で
人
材
は
足
り
て
い
な
い
。
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
人
を
置
く
」
と
強
調
し
た
。 
 
今
回
の
講
演
は
、
樋
渡
市
長
自
身
が
活
発
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
強
い
説
得
力
が
あ
っ
た
。
樋
渡
市
長
の
言
葉
は
、
被
災
地
支
援
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
人
、
ま
だ
決
心
し
て
い
な
い
が
何
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
鼓
舞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 
（
文
責 
矢
野
智
史
） 
  
震災復興研究会 
 
震災復興研究会は、被災地にボランティアに
行った本学院生を中心にして 5 月に組織され
た自主活動である。顧問は、京都大学公共政
策大学院で地域経済学専攻の岡田知弘教授。
公共政策大学院の院生として、政策提言や外
部広報等の活動を通じて、震災復興に貢献す
ることが活動の目的。今までの主な活動とし
て、6 月の武雄市長を交えたシンポジウムへ
の参加や、8・9 月に宮城県の仙台市役所研修
や気仙沼市での現地調査等を行った。 
 
 
 
 
